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研究成果の概要（和文）：平成22年、8月に75歳以上の高齢者を対象に総合機能評価を含む集団検

診を行い、運動療法可能な高齢者糖尿病患者を抽出した。病院内に入院している糖尿病を有する

高齢者患者群で、ADLが低下しているため運動療法がおこなえない群をコントロールとして両群

間で認知機能の推移を一年後に検討した。運動療法がおこなえない群での認知機能の低下が有意

に大きかった。したがって、高齢者認知機能が低下した群では、運動療法が認知機能を改善させ

る可能性が示唆された。 

 

研究成果の概要（英文）We examined mass screening, including the comprehensive functional 

assessment to target the elderly over the age of 75, August 2010, We examined the changes 

in cognitive function a year later between the two groups as a control with no group 

can exercise therapy for the elderly group of patients with diabetes are admitted 

to hospital. The cognitive decline in the group could not be performed exercise therapy 

was significantly greater than exercise group. Thus, in the group elderly cognitive 

function is reduced, the possibility that exercise therapy itself improve cognitive 

function was suggested 
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１．研究開始当初の背景 
（１）今後、糖尿病高齢者が急増することが
予測されている。私たちは、高齢者糖尿病患
者では、同年代の非糖尿病患者に比し認知機
能が低下しており、生活習慣の介入で認知機
能の低下が抑制されること報告した。だが、
内服薬による糖尿病治療が、高齢者糖尿病患
者の認知機能を改善するか否かは明らかで
はない。 
 
（２）血糖のコントロールおよび認知機能低
下の予防目的のため PPARγ アゴニストの投
与群と運動、食事療法群と認知機能の推移の
比較検討を行う予定であったが、平成 23 年
度に PPARγ アゴニストの膀胱癌発生増加の
報告が米国 FDA で勧告されたため、やむを得
ず投与を中止し、今まで私たちの既報でも効
果のあった生活習慣介入（運動療法、食事療
法）行った群に組み込み、病院内に入院して
いる糖尿病を有する高齢者患者群で、関節可
動域の低下や合併症のために運動療法がお
こなえない群を新規のコントロールとして
認知機能の推移を検討した。 
 
２．研究の目的 
（１）高齢者糖尿病患者の内服薬の投与によ
り認知機能低下が改善するかどうか明らか
にする 
 
（２）上記の理由により PPARγ アゴニスト
の使用が困難であったため、運動療法群と非
運動療法群の認知機能低下に対する影響を
明らかにした。 
 
３．研究の方法 
（１）高知県土佐町で行っているご長寿健診
にて 333 名の町民より 27 名の糖尿病患者を
抽出し認知機能検査を含む総合機能評価を
行い、PPARγアゴニストの投与を行う予定で
あったが、同薬が膀胱癌の発症リスクが高く
なることが新たに報告され、運動療法による
治療介入に切り替えた。またその後、対象患
者として、運動を行えない入院患者を対象に
総合機能評価を行い、運動介入群と認知機能
の比較を行った。 
 
４．研究成果 

両群間のベースラインでの認知機能検査の比

較は、MMSE:25.8±3.5vs. 24.0±3.2points, 

P=0.07,長谷川式認知機能スケール

(HDSR):25.8±3.9vs. 24.2±3.2points, 

P=0.08、前頭葉機能試験(FAB):11.5±2.7vs. 

10.9±2.6points, P=0.23と運動負荷群で低

い傾向にあったが有意差はなかった。その後、

運動療法介入を行ったところ、1年後には、運

動療法がおこなえない群は、運動群に比し認

知機能の低下が有意に大きかった

（MMSE:-1.2±0.9vs. -2.8±1.2points, 

P<0.05, HDSR:-1.3±0.9vs. -3.0±1.4points, 

P<0.05、前頭葉機能試験(FAB):+0.1±0.5vs. 

=-0.2±0.9points, P=0.12）。 
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したがって、高齢者認知機能が低下した群で

は、運動療法そのものが認知機能を改善させ

る可能性が示唆された。今回の検討では、頭

部の画像検査などを合わせて行うことが不

可能であったため、今後、運動負荷が直接

脳神経に与える影響を明らかにするために

頭部MRIを含めた画像検査、および動物（糖

尿病誘発ラット）において、運動負荷を行

い、脳神経シグナルの網羅的解析を行って

いく予定である。また平成24年度11月に研究

分担者（奥宮、松林）が所属するチームが海

外（台湾）で血液検査、認知機能検査、運動

機能検査を含む、総合機能評価（CGA）を行い、

今回の私たちの日本のデータと比較検討する

予定である。 
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